
　国境や民族の壁を越え、世界への奉仕者として生きた宣
教師、W・R・ランバスによって1889年に創立された関
西学院は、開学以来、スクールモットーである「Mastery 
for Service（奉仕のための練達）」を体現する“世界市
民”の育成に力を注いできました。
　2021年には、これまでの取り組みをより進化させるた
め、KSC（神戸三田キャンパス）を再編・拡充。理工学
部を発展・改組し、「理学部」「工学部」「生命環境学部」「建
築学部」を開設しました。さまざまな境界を飛び越え、複
雑化した世界に活躍する「境界を越える革新者」の育成が
ねらいです。さらに、2022年度からは文系5学部でもカ
リキュラムを刷新。関西学院大学の新たなステージが始動
しています。

「
世
界
市
民
」
と
し
て
課
題
解
決
に
挑
む

“
Borderless Innovator”

の
育
成
に
向
け

革
新
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
推
進
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２
０
２
１
年
４
月
、

理
系
４
学
部
を
開
設

　

関
西
学
院
大
学
は
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
と
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
、
神
戸

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）
の
３
つ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
を
擁
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
、
理
系
学
部
と
総
合
政
策

学
部
が
学
ぶ
Ｋ
Ｓ
Ｃ
は
理
工
学
部
を
発

展
・
改
組
。
新
た
に
「
理
学
部
」「
工
学

部
」「
生
命
環
境
学
部
」「
建
築
学
部
」
の

４
学
部
を
開
設
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス

の
コ
ン
セ
プ
ト
も
一
新
し
、
国
境
を
は
じ

め
、
文
系
・
理
系
、
学
問
分
野
、
大
学
と

社
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
境
界
を
飛
び
越

え
て
活
躍
す
る
「Borderless Innovator

（
境
界
を
越
え
る
革
新
者
）」
の
育
成
を
掲

げ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
重

点
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

で
も
注
目
さ
れ
る
「
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
理
学
部
の
次
世
代
有
機
Ｅ

Ｌ
、
工
学
部
の
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
、
生
命
環
境
学
部
の
人
工
光
合
成
、
建

築
学
部
の
環
境
共
生
型
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
総
合
政
策
学
部
に
蓄

積
さ
れ
た
ナ
レ
ッ
ジ
（
知
的
資
産
）
も
活

先
取
り
し
、
理
系
学
部
が
大
き
く
改
組
し

た
一
方
で
、
文
系
の
10
学
部
の
う
ち
、
法
、

経
済
、
商
、
総
合
政
策
の
４
学
部
も
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
刷
新
し
ま
す
。

　

法
学
部
で
は
、
学
科
を
横
断
す
る
５
つ

の
コ
ー
ス
（「
特
修
」「
司
法
・
ビ
ジ
ネ
ス
」

「
公
共
政
策
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
法
政
」「
法
政

社
会
歴
史
」）
を
設
置
し
、
関
心
や
目
標

に
合
わ
せ
、
よ
り
深
く
自
由
な
学
び
を
提

供
し
ま
す
。

　

経
済
学
部
は
、
経
済
学
と
数
学
を
基
礎

か
ら
身
に
つ
け
る
科
目
を
充
実
さ
せ
、
学

科
や
コ
ー
ス
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
経
済

の
多
様
な
分
野
を
横
断
的
に
学
べ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
特
に
２
０
２
３
年
度
か
ら

始
動
し
た
「
課
題
解
決
型
デ
ー
タ
分
析
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
入
門
か
ら
発
展
ま
で
段

階
別
の
授
業
を
通
し
て
、
金
融
・
財
政
・

福
祉
・
労
働
・
産
業
・
地
域
な
ど
幅
広
い

分
野
の
課
題
を
発
見
し
、
デ
ー
タ
分
析
で

解
決
策
を
探
り
、
か
つ
提
言
で
き
る
能
力

を
育
成
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

用
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
学
部
の
基
礎
科
目
で
構
成
さ

れ
る
「
Ｋ
Ｓ
Ｃ
分
野
横
断
科
目
群
  （1）

」
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

「
Ｋ
Ｓ
Ｃ
総
合
教
育
科
目
」
も
新
た
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

実
社
会
を
見
据
え
た
取
り
組
み
と
し
て

ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
、「
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。
経
営

学
・
知
的
財
産
・
Ａ
Ｉ
な
ど
の
科
目
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
実
際
に
事
業
を
運
営
す
る

実
践
体
験
を
積
み
重
ね
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
最
終
ク
ー
ル
で
は
、
卒
業
後
に
取
り

組
み
た
い
事
業
プ
ラ
ン
を
作
成
。
起
業
家

の
卒
業
生
に
よ
る
協
力
が
得
ら
れ
る
の
も

大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
醸
成
を

目
的
と
す
る
新
た
な
学
び
の
場
「
Ｂ
ｉ
Ｚ

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
  （2）

」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
８
月
に
は
新
棟
が
竣
工
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
屋
上
に
は
天
体
観
測

ド
ー
ム
が
設
け
ら
れ
、
口
径
40
㎝
以
上
の

反
射
望
遠
鏡
で
宇
宙
研
究
を
後
押
し
し
ま

す
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
春
を
目
処
に
、

起
業
を
志
す
人
た
ち
を
産
学
官
民
の
連
携

に
よ
っ
て
支
援
し
、
学
内
の
み
な
ら
ず
兵

庫
県
民
・
三
田
市
民
に
広
く
開
か
れ
た
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
学
生
寮
の
複

合
施
設
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。「
地

方
創
生
の
三
田
モ
デ
ル
」
成
長
へ
の
期
待

が
か
か
り
ま
す
。

文
系
の
４
学
部
が
新
た
な
学
び
へ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
刷
新

　

高
度
化
・
複
雑
化
す
る
社
会
の
要
請
を

1） KSC分野横断科目群
　文、理の専門分野の基礎科目で構成。理系４
学部と総合政策学部で文理の境界、学問分野を
越えた分野横断型の学びを実現する。特に理系
４学部では、学部内での専攻分野の横断を積極
的に推進。専門外の領域に踏み込んだ研究を可
能にする。

（2） BiZCAFE
　ビジネスマインドの醸成を目的とする新たな
学びの場。学生と企業との接点を提供し、イノ
ベーションの創出を目指す。日本の大学では
KSCが初出店。キャンパス内のペットボトル削
減の取り組みとして、在学中は同店にKSCオリジ
ナルマイボトルを持参すれば飲料が無料になる。

■就職・キャリア支援
　関西学院大学の就職・キャリア支援は「学生
一人ひとりの長所を引き出し、強みを生かす」
ことを基本的な考え方とし、さまざまな教育プ
ログラムを提供。各種ガイダンスの開催や個人
面談、先輩学生による支援に加え、就職活動の
オンライン化に対応しICTを活用したサービス
なども行っている。

　

商
学
部
で
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
と
ビ
ジ
ネ

ス
の
連
携
に
よ
る
「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
課
題
解
決

型
学
習
）」
の
拡
充
や
「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材

育
成
科
目
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
導
入
を
実
施
。

ま
た
、「
ビ
ジ
ネ
ス
留
学
」
と
「
オ
ン
ラ

イ
ン
留
学
（
Ｖ
Ｅ
／
Ｃ
О
Ｉ
Ｌ
）」
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

　

総
合
政
策
学
部
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

国
際
的
な
学
び
を
つ
づ
け
ら
れ
る
よ
う
、

英
語
を
使
っ
て
学
ぶ
学
部
独
自
の
オ
ン
ラ

イ
ン
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
設
。
さ
ら
に
、

30
名
近
く
の
専
任
教
員
が
デ
ー
タ
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
研
究
者
で
あ
る
強
み
を
生
か
し
、
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

高
度
情
報
社
会
で
の
実
践
力
を
培
う

Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

２
０
１
９
年
度
か
ら
開
講
さ
れ
て
い
る

「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
株
式
会
社
と
の

共
同
開
発
に
よ
る
も
の
で
す
。
同
社
が
実

際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
た
知
見
を
も
と

に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
に
求
め
ら
れ
る

能
力
・
資
質
を
定
め
、
関
西
学
院
大
学
の

教
員
と
共
同
で
作
成
し
ま
し
た
。

　

到
達
目
標
と
し
て
、「
Ａ
Ｉ
活
用
ス
キ

ル
」「
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
ス
キ
ル
」

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
」

「
デ
ー
タ
分
析
ス
キ
ル
」「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

ル
」
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
が
、
文
系
・

理
系
を
問
わ
ず
全
学
部
生
を
対
象
と
し
て

い
る
点
が
特
徴
で
す
。
初
学
者
を
想
定
し

た
授
業
内
容
で
、
予
備
知
識
が
な
く
て
も

基
礎
か
ら
着
実
に
体
系
的
か
つ
実
践
的
な

ス
キ
ル
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
即
戦

力
に
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
備
え
る

べ
き
発
想
力
や
実
践
力
を
養
い
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
科
目
は
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
り
、
場
所
や
時
間
を
問
わ
ず

に
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
、
２
０
２
２
年
度

は
約
２
７
０
０
人
の
学
生
が
履
修
し
ま
し

た
。
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
、
受
講
人

数
の
制
限
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
新
た
な
学

び
の
形
態
で
す
。

希
望
学
部
を
複
数
回
受
験
で
き

合
格
チ
ャ
ン
ス
が
拡
大

　

関
西
学
院
大
学
で
は
、
２
０
２
４
年
度

も
引
き
続
き
一
般
選
抜
入
学
試
験
の
受
験

機
会
を
拡
大
。
よ
り
受
験
し
や
す
い
環
境

を
整
備
し
ま
す
。

　

文
系
学
部
の
学
部
個
別
日
程
で
は
得
意

科
目
を
活
か
せ
る
傾
斜
配
点
型
（
２
／
３
、

４
に
実
施
）、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
均
等
配

点
型
（
２
／
６
、７
に
実
施
）
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
２
／
５
実
施
の
共
通
テ
ス
ト
併
用

日
程
（
数
学
）、
２
／
６
、７
実
施
の
共
通

テ
ス
ト
併
用
日
程
（
英
語
）
も
新
設
さ
れ
、

英
数
日
程
（
２
／
５
）、
学
部
個
別
日
程

均
等
配
点
型
（
２
／
６
、７
）
と
の
併
願

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
併
願
減
額
制
度

も
導
入
さ
れ
、
文
系
学
部
が
ま
す
ま
す
受

験
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
利
用
す
る
入

試
で
は
国
公
立
大
学
と
併
願
し
や
す
い
７

科
目
型
を
は
じ
め
５
科
目
型
、
３
科
目
型

を
設
置
。
さ
ら
に
英
語
が
得
意
な
人
向
け

に
３
科
目
型
（
英
語
資
格
・
検
定
試
験
利

用
）
も
設
置
。
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を

活
用
で
き
る
入
試
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
理
学
部
・
工
学
部
・
生
命
環
境

学
部
・
建
築
学
部
の
４
学
部
で
は
、
全
学

部
日
程
に
３
科
目
「
均
等
配
点
型
」
と

「
数
学
・
理
科
重
視
型
」
を
設
け
、「
共
通

テ
ス
ト
併
用
／
英
数
日
程
」
を
含
め
て
最

大
５
回
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

均
等
配
点
型
と
数
学
・
理
科
重
視
型
の
併

願
に
も
併
願
減
額
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
共
通
テ
ス
ト
併
用
日
程
の
採

用
科
目
が
高
得
点
２
科
目
採
用
に
な
り
、

得
意
科
目
を
活
か
せ
る
よ
う
に
な
る
と
と

も
に
、
共
通
テ
ス
ト
利
用
で
も
文
系
同
様
、

英
語
資
格
・
検
定
試
験
の
利
用
が
導
入
さ

れ
、
英
語
力
が
活
か
せ
る
入
試
も
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
受
験
し
や
す
く
な
っ
た
関
西

学
院
大
学
の
入
試
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

INNOVATIONを誘発する理系４学部

関西学院大学　

School of Science

● 数理科学科　● 物理・宇宙学科　● 化学科

理学部
基礎数学から応用数理までを対象にし、科学の根幹を創る数理科学科、物理学の中でも今後
の発展が大きい宇宙にフォーカスした物理・宇宙学科、最先端の方法で物質を原子・分子単
位から理解し、作り上げる化学科の計３学科を設置。最先端の教育・研究を進めます。

School of Architecture

● 建築学科

建築学部
デザイン、マネジメント、工学、人文社会など幅広い視点から建築・都市を学ぶカリキュラ
ムを通して、建築学から現代社会における課題の解決に貢献。国際社会・地域社会で活躍す
る建築家、都市計画技術者、まちづくりリーダーの育成を図ります。

School of Engineering

● 物質工学課程　● 電気電子応用工学課程　● 情報工学課程
● 知能・機械工学課程

工学部
「物質科学分野」、「電気電子工学分野」、「情報科学分野」、「人間・機械系分野」という４つ
の専攻分野により、関連する知識をスムーズに学べるカリキュラムを構築。自らの専門を基
軸に、幅広い教養と応用力を身につけます。

School of Biological
and Environmental Sciences

● 生物科学科　● 生命医科学科　● 環境応用化学科
生命環境学部

環境や食糧、健康など現代社会の課題解決に挑む力を身につけます。生物の機能分析を行う生
物科学科、生命科学から医学応用までを探究する生命医科学科、環境にやさしい社会の構築を
めざす環境応用化学科の計３学科を設置。海外での実習など、問題解決型科目を導入しています。

CHECK

CHECK

CHECK

CHECK

［一般入試※］
全学部日程／学部個別日程（均等配点型）／
英数日程／共通テスト併用日程 ※該当学部のみ

1回の受験で2回の合否判定!

受験の機会がさらに拡大します。

同一日、同一学部・学科・課程・専修・
コース・専攻であれば、併願可能!
さらに入学検定料を減額!

【併願減額制度を活用した場合の入学検定料】

併願減額制度を導入!

35,000円 ＋ ＝ 合計45,000円
1出願目

10,000円
2出願目

151 卓越する大学 関西学院大学 150

西宮上ケ原キャンパス

KSC（神戸三田キャンパス）


